
東日本大震災復興支援活動『最終回』報告

　

通
算
33
回
目
と
な
る
復
興
支
援
活

動
を
５
月
５
日
、
職
員
15
人
が
参
加

し
て
宮
城
県
東
松
島
市
で
実
施
し
ま

し
た
。
若
干
期
間
を
延
長
し
て
、
約

４
年
間
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
今
回
が
最
終
回
で
す
。

　

４
年
前
の
訪
問
時
、
甚
大
な
津
波

被
害
に
よ
り
街
の
樹
木
や
花
々
、
畑

は
す
べ
て
流
さ
れ
、
人
々
は
疲
弊
し

切
っ
て
い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
鶴
岡
で
は
、

そ
こ
に
野
菜
や
花
の
苗
を
持
ち
込
み
、

傷
つ
い
た
地
元
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
畑
の
復
旧
や
プ
ラ
ン
タ
ー
作

り
に
取
り
組
み
、
被
災
地
に
緑
と
元

気
を
取
り
戻
す
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

以
来
、
の
べ
２
０
０
人
以
上
が
宮
城

と
福
島
を
訪
問
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
回
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
数

年
ぶ
り
に
花
苗
や
土
、
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
を
持
参
し
て
、
集
ま
っ
た
子
ど

も
達
と
一
緒
に
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
で

交
流
し
た
他
、
復
興
祭
イ
ベ
ン
ト
に

協
力
し
て
芋
煮
汁
約
２
０
０
汁
を
調

理
・
提
供
し
ま
し
た
。

　

話
を
う
か
が
う
と
、
未
だ
に
自
殺

者
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
や
、
幼
児

期
の
被
災
体
験
か
ら
心
を
病
む
子
供

達
の
深
刻
な
現
状
を
ま
だ
耳
に
し
ま

す
。
一
方
で
、
４
年
ぶ
り
に
街
に
コ

最
後
の
活
動
は
、
４
年
前
と
同
じ
よ
う
に
、

子
ど
も
達
と
一
緒
に
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

ン
ビ
ニ
が
復
活
し
て
い
た
り
、
仙
台

と
石
巻
を
つ
な
ぐ
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
が
復

旧
間
近
に
な
っ
て
い
た
り
と
明
る
い

話
題
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
現
地
で

の
活
動
は
一
区
切
り
と
な
り
ま
す
が
、

被
災
地
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

関
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
今
後

も
私
た
ち
に
で
き
る
大
切
な
支
援
活

動
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
役
職
員
の
他
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
、
青
年
部
、
西
郷
砂
丘

畑
振
興
会
等
、
組
合
員
組
織
の
方
々

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
や
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
に
な
る
た

び
に
４
年
続
け
て
匿
名
で
お
米
を
提

供
し
て
下
さ
っ
た
生
産
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

関
係
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
、
あ

ら
た
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
復
興
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

１．最終回のこの日は、４年前の原点に戻って苗を植える活動も行ない
ました。２．ゴールデンウィーク最中の企画にも関わらず 15人の職員
が参加しました。３．大鍋経験者の采配により、女子職員が手際よく調
理しました。４．ベストスマイルを披露。５．花のプランターはこども
の日のプレゼントとしました。６．約２００食の豚汁を提供しました。

１

【
参
加
者
】
藍
陽
子
、
鈴
木
大
亮
、
佐
藤

浩
市
、
阿
部
亮
矢
（
総
合
企
画
課
）、
石

井
彩
音
、
金
内
恭
子
、
白
幡
恭
子
（
本

店
営
業
課
）、
佐
々
木
健
祐
（
園
芸
特
産

課
）、
眞
田
綾
音
（
生
活
課
）、
長
谷
川

篤
夫
（
大
泉
支
所
）、
太
田
学
、
阿
部
真
、

小
花
智
道
（
北
支
所
）、
佐
藤
里
奈
（
上

郷
支
所
）、
伊
藤
璃
菜
（
西
郷
支
所
）

◇
以
上
15
人
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